
2026年度 フィールドスタディ（FS）実施企画 

※奨励金のカテゴリーは企画時点のものであり、今後変更される可能性があります。 

奨励金の最終的な支給金額は FSの日程終了後に決定します。 

テーマ 

タイトル 
障がい者福祉の体験 

担 当 者  朝比奈茂 宮川路子 

実 施 時 期 
• 日帰り実習：7 月中に一日 

• 宿泊実習 ：8 月 9 日（日）〜8 月 11 日（火） → 二泊三日 

実 施 場 所 

• 日帰り実習：社会福祉法人 地球郷；東京都豊島区南長崎 6-34-7 

https://www.yukiwari.org/ 

• 宿泊実習 ：仲間と泊まる学校さんむ西小；千葉県山武市大木 13 番 

https://sammu-nishisho.mynavi.jp/ 

協 力 機 関  社会福祉法人 地球郷 レンガの家 （責任者：姥山剛） 

募 集 人 員     10 名程度 

学 習 目 的 

障がい者の方々と共に寝食を過ごすことにより、福祉活動の大変さや必要性を実感

することで、人間としての生き方を考える機会とする。本企画は人間形成のための

フィールドスタディ（FS）であり、このプログラムは、FS 開始以来のロングラン・

プログラムである。 

行 程 

 

⚫ 宿泊実習について（二泊三日） 

【一日目】 

 社会福祉法人地球郷（東京都豊島区南長崎 6-34-7）に集合した後、障がい者、

施設の職員と一緒に大型バスに乗って宿泊実習先に移動する。施設に到着後、身

支度を整え日中のプログラムを実施する。夕方、施設に戻った後に入浴、食事を

済ませて障がい者の方は就寝。夜は職員と一緒に振り返りを行う。 

【二日目】 

 起床後、食事の準備をして、障がい者と一緒に朝食を済ませる。その後身支度

の介助をし、日中のプログラムを実施する（プログラムの内容は施設の方と検討

中です）。夕方、施設に戻った後、入浴、食事を済ませて障がい者の方は就寝。夜

は職員と一緒に振り返りを行う。 

【三日目】 

 起床後、食事の準備をして、障がい者と一緒に朝食を済ませた後、身支度をし午前

中、障がい者の方と一緒にプログラムを実施する。昼食を済ませて、帰りの準備をし

た後、障がい者、施設の職員と一緒に大型バスに乗って社会福祉法人地球郷に帰宅す

る。帰宅後、職員の指導のもと振り返りを行なって解散する。 

 

⚫ 日帰り実習について 

社会福祉法人地球郷の施設内にて終日福祉体験を行う。 

実習日時については参加が決定したのちに施設側と相談して決める。 

 

※各期間とも、出発から解散まで、施設の職員の指示に従い、障害者と一緒に行動する。 

※障害者についての専門的知識は必要としない。 

 

授業コード：260422001 



費 用 

 15,000 円（施設に指導料として支払う） 

1) 全ての日程において、集合と解散は協力機関である「社会福祉法人地球郷」とする

ため、自宅から施設までの往復交通費は各自の負担とする。 

2) 社会福祉法人地球郷からの宿泊実習施設までの移動については、原則施設側が負担

する。 

3) 宿泊を伴う場合の夕食・朝食は、施設側が用意する（昼食は個人負担とする）。 

4) 日帰りの場合の昼食は個人負担とする（朝食・夕食の提供はなし）。 

奨励金の 

カテゴリ ー 

（ 予 定 ） 

 B:1,500 円 

選考基準 
• 書類選考により決定する。 

• 募集人数を超えた場合は、FS 初回学生を優先する。 

事前・事後 

学 習 の 予 定 

事前講義 ：７月中に１回 

事後講義 ：９月中に 1 回 

オンラインで行う可能性あり 

注 意 事 項 

1) 本コースは各種感染症の状況によっては中止または時期・内容を変更する可能性が

ある。 

2) 参加許可後に、キャンセルはしないこと。中止となった場合でも費用負担をしても

らう場合がある。 

評 価 方 法 
FS ノート（実習記録）、実習報告書の提出および実習時での活動状況、事前・事後講義の

参加状況により総合的に評価する。 
 


